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11月に入った新刊図書は次のとおりです。

著者名

上田 秀人

上田 秀人

上田 秀人

上田 秀人

上田 秀人

上田 秀人

上田 秀人

上田 秀人

鳥羽 亮

鳥羽 亮

山本 一力

秋川 滝美

原田 マハ

東野 圭吾

書名

悲恋の太刀　織江緋之介見参①

不忘の太刀　織江緋之介見参②

弧影の太刀　織江緋之介見参③

散華の太刀　織江緋之介見参④

果断の太刀　織江緋之介見参⑤

震撼の太刀　織江緋之介見参⑥

終焉の太刀　織江緋之介見参⑦

江戸役人物語 武士の職分

隠目付江戸秘帳 あやかし飛燕

隠目付江戸秘帳 鬼面斬り

献残屋佐吉御用帖 まいない節

居酒屋ぼったくり

リーチ先生

恋のゴンドラ

著者名

川村 元気

山崎ナオコーラ

辻村 深月

崔実

羽田 圭介

西 加奈子

西尾維新

柳 美里

J.K.ローリング

チーム・ガリレオ

洪在徹

スウィート・ファクトリー

書名

四月になれば彼女は

美しい距離

クローバーナイト

ジニのパズル

コンテクスト・オブ・ザ・デッド

まく子

掟上今日子の旅行記

まちあわせ

ハリー・ポッターと呪いの子

奈良時代のサバイバル

湿地生物のサバイバル

火災のサバイバル

キッズペディア地球館 生命の星の秘密

新刊図書情報

民公 館 だ よ り
平成29年1月1日発行 394号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

　
　

年
末
清
掃
活
動
の
お
礼

　
１２
月
２
日（
金
）、下
仁
田
町

公
民
館
定
期
利
用
団
体
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、３
階
各
部
屋
及
び
ホ
ー
ル
周

辺
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。す

が
す
が
し
い
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
ね
。み

な
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
館（
室
）相
互
貸
借
に

つ
い
て

　
図
書
室
に
は
相
互
貸
借
と
い

う
制
度
が
あ
り
、提
携
し
て
い
る

県
内
市
町
村
や
学
校
の
本
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。リ
ク
エ

ス
ト
し
て
頂
け
れ
ば
、２
週
間
〜

1
ヶ
月
程
で
お
手
元
に
届
き
ま

す
。大
変
便
利
で
す
の
で
、是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の
成
人
講
座

は
終
了
し
ま
し
た

　
１２
月
１５
日
の
そ
ば
打
ち
教
室

を
最
後
に
今
年
度
の
成
人
講
座

は
終
了
し
ま
し
た
。来
年
度
も

楽
し
い
講
座
を
計
画
中
で
す
。

そ
の
都
度
公
民
館
だ
よ
り
で
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
で
壁
掛
け
型
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
し
た

県
立
図
書
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
１
月
２０
日（
金
）で
す
。た

く
さ
ん
の
本
が
入
れ
替
わ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
！

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
秋
祭
り
孫
に
神
楽
の
舞
い
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）
田
村

　久
江

■
夢
二
の
絵
猫
冬
の
闇
に
う
ず
く
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）
佐
藤

　政
代

■
玄
関
に
水
仙
生
け
て
旧
友
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）
土
屋
よ
志
子

■
荒
船
の
尾
根
に
師
走
の
二
日
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

■
亡
き
母
に
抱
か
れ
し
記
憶
な
き
我
の
稚
児
抱
く
母
の
う
つ
し
え
逞
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
馬

　山
）
山
中

　た
ね

■
墓
移
動
御
苦
労
さ
ん
と
銀
や
ん
ま
夫
の
化
身
の
見
廻
る
今
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）
佐
藤

　政
代

■
主
無
き
板
戸
叩
く
や
虎
落
笛
過
疎
の
集
落
今
日
も
暮
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）
清
水
み
ち
代

　

と
も

す
も
う

に
ぶ

い
ら

だ
ん

し
ゃ

り

お詫びと訂正
　広報しもにた１２月号で掲載しました内容に誤りが
ありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。
短歌
誤　集落の間近で鳴く鹿声添えしつるべ落としの風花の日々
正　集落の間近で鳴く鹿声冴えしつるべ落としの風花の日々

【
荒
船
俳
句
会
十
二
月
句
会
報
】

■
着
ぶ
く
れ
て
相
撲
歩
き
を
す
る
児
か
な

　
　
　
　
　敏
彦

■
着
ぶ
く
れ
て
鈍
き
動
作
に
苛
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　政
子

　
　
　
　
　
　
　
　

■
着
ぶ
く
れ
て
動
か
ざ
る
ご
と
牛
の
ご
と
し

　
　
　
　淑
江

■
き
ぶ
く
れ
て
通
学
バ
ス
を
待
つ
子
か
な

　
　
　
　勇
宝

■
断
捨
離
に
踏
み
き
れ
ず
早
や
十
二
月

　
　
　
　
　ま
ち
子

■
着
ぶ
く
れ
て
心
も
重
し
口
重
し

　
　
　
　
　
　
　光
子
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１
月
は
、
乳
幼
児
健
診
の

た
め
、
23
日
（
月
）
、
27
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生

病
院
　
☎
82
ー
３
５
５
５

▽
日
時
　
２
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所
　
大
塩
湖
（
富
岡
市

南
後
箇
）

▽
集
合
　
大
塩
湖
堤
防
西
側

（
野
鳥
看
板
前
）

▽
参
加
費
　
一
人
１
０
０
円

▽
案
内
者
　
日
本
野
鳥
の
会

会
員

▽
コ
ー
ス
　
大
塩
湖
の
周
り

を
歩
い
て
、
カ
モ
た
ち
を
中

心
に
観
察
し
ま
す
。
今
年
は

ど
ん
な
カ
モ
た
ち
が
渡
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
か
。

▽
問
合
せ
先
　
日
本
野
鳥
の

会
群
馬
　

☎
０
２
７
ー
３
２
５
ー
５
２

１
１

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講

座
、
認
知
症
質
問
コ
ー
ナ
ー
、

茶
話
会
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
来
店
下
さ
い
。

▽
日
時
　

１
月
21
日
（
土
）

２
月
18
日
（
土
）

３
月
11
日
（
土
）

10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
西
毛
病
院
　
認
知

症
デ
イ
ケ
ア
な
の
は
な
棟
２

階
（
富
岡
市
神
農
原
５
５
９

–
１
）

▽
対
象
者

①
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た

方
、
物
忘
れ
が
気
に
な
る
方

②
認
知
症
の
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族

③
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
地

域
住
民

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
事
前
に
電
話
で

申
込
ん
で
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
が
、
「
当
日

飛
び
込
み
参
加
」
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
　
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
62
ー
３
１
５
６

　
下
仁
田
町
体
育
協
会
ウ
ォ
ー

ク
部
（
下
仁
田
歩
く
会
）
で
は

新
年
初
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、
上

信
電
鉄
を
利
用
し
沿
線
の
コ
ー

ス
で
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
国
内
の
世

界
記
録
遺
産
候
補
に
決
定
し
た

上
野
三
碑
の
２
碑
（
山
上
碑
・

金
井
沢
碑
）
と
万
葉
歌
碑
（
15

基
）
、
根
小
屋
城
、
山
名
城
を

め
ぐ
る
歴
史
溢
れ
る
高
崎
自
然

歩
道
「
石
碑
之
道
」
コ
ー
ス
で

す
。
根
小
屋
駅
か
ら
山
名
駅
間

の
低
山
の
尾
根
を
結
ぶ
な
だ
ら

か
な
コ
ー
ス
で
す
の
で
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
日
時
　
１
月
22
日

（
日
）
午
前
７
時
51
分
下
仁

田
駅
発
上
信
電
鉄
上
り
線
に

乗
車
、
根
小
屋
駅
下
車

▽
現
地
集
合
　

下
仁
田
駅
　
午
前
７
時
30
分

根
小
屋
駅
　
午
前
８
時
50
分

▽
コ
ー
ス
　
電
車
利
用

往
路

下
仁
田
駅
―
―
―
根
小
屋
駅

復
路

山
名
駅
―
―
―
下
仁
田
駅

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

根
小
屋
駅
＝
＝
高
崎
自
然
歩

道
「
石
碑
の
道
」
金
井
の
碑

＝
＝
山
の
上
の
碑
＝
＝
万
葉

歌
碑
＝
＝
根
小
屋
城
＝
＝
山

名
城
＝
＝
山
名
八
幡
宮
＝
＝

山
名
駅

▽
参
加
費
用
　
上
信
電
鉄
乗

車
運
賃
（
往
復
）

２
０
２
０
円
（
大
人
）

▽
持
参
す
る
も
の

防
寒
着
・
雨
具
・
弁
当

▽
参
加
申
込
み
・
問
合
せ
先

下
仁
田
歩
く
会

櫻
井
栄
信

☎
０
９
０
ー
７
２
７
８
ー
４

４
９
４

　
平
成
29
年
２
月
３
日

（
金
）
に
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
以
下
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
業

務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
の
更
新
作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
の
日
は
住
基
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
手
続
き
が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
82
ー
２
１
１
２

甘
楽・富
岡
市
民
探
鳥
会

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

認
知
症
カ
フ
ェ

「
か
の
は
ら
カ
フ
ェ
」開
催

「
新
年
初
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

手
続
き
の一
時
停
止
に
つ
い
て

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■下仁田町歴史館
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　
私
は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
に
乗
って
い
た
乗
組
員
の
人
を
、言
葉
が
通
じ
な
い
の
に
助
け
、遺
品

な
ど
を
ト
ル
コ
の
家
族
の
所
ま
で
届
け
た
、和
歌
山
県
南
端
串
本
に
あ
る
大
島
の
人
は
す
ご
い
と

思
う
。自
分
と
無
関
係
の
人
を
、自
分
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、六
百
人
も
の
乗
組
員
を
、五
十

軒
し
か
い
な
い
島
の
人
が
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、と
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。そ
の
百
年

後
に
お
き
た
、イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
の
時
、い
き
な
り
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム・フ
セ
イ
ン
が「
今
か
ら
四

十
八
時
間
後
に
、イ
ラ
ン
の
上
空
を
飛
ぶ
す
べ
て
の
飛
行
機
を
う
ち
お
と
す
。」と
言
っ
た
。日
本

政
府
が
日
本
人
を
助
け
に
行
き
た
く
て
も
行
け
ず
、空
港
に
残
さ
れ
た
日
本
人
は
、パニッ
ク
に
な

り
あ
き
ら
め
て
い
た
。そ
ん
な
時
に
、自
分
の
国
の
人
々
よ
り
他
の
国
を
助
け
て
い
た
の
は
き
っ
と

ト
ル
コ
の
人
々
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。ト
ル
コ
の
人
々
は
、み
ん
な
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
の
事
故
の
こ
と
を
知
って
い
た
の
だ
と
思
う
。空
港
に
い
た
ト
ル
コ
の
人
々
は
、日
本
人
を
助

け
よ
う
と
思
い
、日
本
人
に
飛
行
機
を
ゆ
ず
り
、ト
ル
コ
航
空
機
は
日
本
人
を
乗
せ
て
、日
本
に
向

か
わ
せ
た
と
い
う
。前
駐
日
ト
ル
コ
大
使
、ネ
ジ
ア
テ
ィ・ウ
ト
カ
ン
氏
は「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
事

故
に
際
し
、大
島
の
人
た
ち
や
日
本
人
が
し
て
く
だ
さ
っ
た
献
身
的
な
救
助
活
動
を
、今
も
ト
ル

コ
の
人
た
ち
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。私
も
小
学
生
の
こ
ろ
、歴
史
教
科
書
で
学
び
ま
し
た
。ト
ル
コ
で

は
、子
ど
も
た
ち
さ
え
、エル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
こ
と
を
知
って
い
ま
す
。今
の
日
本
人
が
知
ら
な
い
だ

け
で
す
。そ
れ
で
、テ
ヘ
ラ
ン
で
困
って
い
る
日
本
人
を
助
け
よ
う
と
、ト
ル
コ
航
空
機
が
飛
ん
だ
の

で
す
。」と
言
って
い
て
、日
本
人
約
二
百
名
は
た
す
か
っ
た
の
だ
。

　
私
は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
と
イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
の
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。こ
の
こ
と

で
、私
は
、「
情
け
は
、人
の
た
め
な
ら
ず
」の
こ
と
わ
ざ
を
実
感
し
た
。人
に
い
い
こ
と
を
す
る
の

は
、そ
の
人
の
た
め
で
は
な
く
自
分
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。日
本
は
、ど
ん
な
国
で
も
助
け

る
優
し
い
国
で
、外
国
か
ら
も
嫌
わ
れ
ず
、戦
争
を
起
こ
さ
な
い
国
で
い
て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に

は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
の
時
の
よ
う
に
、自
ら
が
外
国
人
を
助
け
て
、ど
ん
な
に
た
いへ
ん
で

も
、日
本
人
全
員
が
優
し
い
心
を
も
って
、差
別
の
な
い
日
本
に
な
れ
ば
いい
と
思
う
。

　
私
は
、人
に
た
の
ま
れ
た
こ
と
は
、責
任
を
も
って
最
後
ま
で
が
ん
ば
って
や
り
と
げ
た
い
。大
人

に
な
って
か
ら
も
、私
は
、助
け
ら
れ
た
ら
、助
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
私
は
、今
ま
で
色
々
な
人
に
助
け
ら
れ
て
き
た
。そ
の
分
を
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
を
助
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。中
学
生
に
な
り
、先
ぱ
い
に
色
々
な
事
を
し
て
も
ら
う
と
思
う
の
で
、そ
の
分

が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
た
。こ
の
エル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
、イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
の
こ
と
は
、忘

れ
な
い
で
、ほ
か
の
人
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

優秀賞

外
国
人
の
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
心

下
仁
田
小
学
校
　
六
年
　
　
飯
ヶ
濵
　
帆
夏

お
は
よ
う
と
　
あ
い
さ
つ
さ
れ
て
　
う
れ
し
い
な

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
浅
川
　
優
心

や
さ

て

た
か
ら
も
の

優秀賞
い
え
る
か
な
　
悪
い
こ
と
し
て
　
ご
め
ん
な
さ
い

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
岡
田
　
尚
幸

わ
る

優秀賞
さ
し
の
べ
よ
う
　
優
し
い
そ
の
手
は
　
宝
物
　

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
板
垣
　
花
歩

優秀賞

優秀賞
下仁田中学校　１年
関口　大輝

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
平
成
２7
年
度
の
も
の
で
す

平
成
27
年
度
人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
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１
月
は
、
乳
幼
児
健
診
の

た
め
、
23
日
（
月
）
、
27
日

（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生

病
院
　
☎
82
ー
３
５
５
５

▽
日
時
　
２
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所
　
大
塩
湖
（
富
岡
市

南
後
箇
）

▽
集
合
　
大
塩
湖
堤
防
西
側

（
野
鳥
看
板
前
）

▽
参
加
費
　
一
人
１
０
０
円

▽
案
内
者
　
日
本
野
鳥
の
会

会
員

▽
コ
ー
ス
　
大
塩
湖
の
周
り

を
歩
い
て
、
カ
モ
た
ち
を
中

心
に
観
察
し
ま
す
。
今
年
は

ど
ん
な
カ
モ
た
ち
が
渡
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
か
。

▽
問
合
せ
先
　
日
本
野
鳥
の

会
群
馬
　

☎
０
２
７
ー
３
２
５
ー
５
２

１
１

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講

座
、
認
知
症
質
問
コ
ー
ナ
ー
、

茶
話
会
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
来
店
下
さ
い
。

▽
日
時
　

１
月
21
日
（
土
）

２
月
18
日
（
土
）

３
月
11
日
（
土
）

10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
西
毛
病
院
　
認
知

症
デ
イ
ケ
ア
な
の
は
な
棟
２

階
（
富
岡
市
神
農
原
５
５
９

–
１
）

▽
対
象
者

①
認
知
症
と
診
断
を
受
け
た

方
、
物
忘
れ
が
気
に
な
る
方

②
認
知
症
の
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族

③
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
地

域
住
民

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
事
前
に
電
話
で

申
込
ん
で
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
が
、
「
当
日

飛
び
込
み
参
加
」
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
　
西
毛
病
院
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
62
ー
３
１
５
６

　
下
仁
田
町
体
育
協
会
ウ
ォ
ー

ク
部
（
下
仁
田
歩
く
会
）
で
は

新
年
初
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、
上

信
電
鉄
を
利
用
し
沿
線
の
コ
ー

ス
で
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
国
内
の
世

界
記
録
遺
産
候
補
に
決
定
し
た

上
野
三
碑
の
２
碑
（
山
上
碑
・

金
井
沢
碑
）
と
万
葉
歌
碑
（
15

基
）
、
根
小
屋
城
、
山
名
城
を

め
ぐ
る
歴
史
溢
れ
る
高
崎
自
然

歩
道
「
石
碑
之
道
」
コ
ー
ス
で

す
。
根
小
屋
駅
か
ら
山
名
駅
間

の
低
山
の
尾
根
を
結
ぶ
な
だ
ら

か
な
コ
ー
ス
で
す
の
で
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
日
時
　
１
月
22
日

（
日
）
午
前
７
時
51
分
下
仁

田
駅
発
上
信
電
鉄
上
り
線
に

乗
車
、
根
小
屋
駅
下
車

▽
現
地
集
合
　

下
仁
田
駅
　
午
前
７
時
30
分

根
小
屋
駅
　
午
前
８
時
50
分

▽
コ
ー
ス
　
電
車
利
用

往
路

下
仁
田
駅
―
―
―
根
小
屋
駅

復
路

山
名
駅
―
―
―
下
仁
田
駅

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

根
小
屋
駅
＝
＝
高
崎
自
然
歩

道
「
石
碑
の
道
」
金
井
の
碑

＝
＝
山
の
上
の
碑
＝
＝
万
葉

歌
碑
＝
＝
根
小
屋
城
＝
＝
山

名
城
＝
＝
山
名
八
幡
宮
＝
＝

山
名
駅

▽
参
加
費
用
　
上
信
電
鉄
乗

車
運
賃
（
往
復
）

２
０
２
０
円
（
大
人
）

▽
持
参
す
る
も
の

防
寒
着
・
雨
具
・
弁
当

▽
参
加
申
込
み
・
問
合
せ
先

下
仁
田
歩
く
会

櫻
井
栄
信

☎
０
９
０
ー
７
２
７
８
ー
４

４
９
４

　
平
成
29
年
２
月
３
日

（
金
）
に
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
以
下
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
業

務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
の
更
新
作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
の
日
は
住
基
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
手
続
き
が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
住
民
税
務
課 

住
民
係

☎
82
ー
２
１
１
２

甘
楽・富
岡
市
民
探
鳥
会

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

認
知
症
カ
フ
ェ

「
か
の
は
ら
カ
フ
ェ
」開
催

「
新
年
初
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

手
続
き
の一
時
停
止
に
つ
い
て

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■下仁田町歴史館
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
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82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
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私
は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
に
乗
って
い
た
乗
組
員
の
人
を
、言
葉
が
通
じ
な
い
の
に
助
け
、遺
品

な
ど
を
ト
ル
コ
の
家
族
の
所
ま
で
届
け
た
、和
歌
山
県
南
端
串
本
に
あ
る
大
島
の
人
は
す
ご
い
と

思
う
。自
分
と
無
関
係
の
人
を
、自
分
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、六
百
人
も
の
乗
組
員
を
、五
十

軒
し
か
い
な
い
島
の
人
が
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、と
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。そ
の
百
年

後
に
お
き
た
、イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
の
時
、い
き
な
り
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム・フ
セ
イ
ン
が「
今
か
ら
四

十
八
時
間
後
に
、イ
ラ
ン
の
上
空
を
飛
ぶ
す
べ
て
の
飛
行
機
を
う
ち
お
と
す
。」と
言
っ
た
。日
本

政
府
が
日
本
人
を
助
け
に
行
き
た
く
て
も
行
け
ず
、空
港
に
残
さ
れ
た
日
本
人
は
、パニッ
ク
に
な

り
あ
き
ら
め
て
い
た
。そ
ん
な
時
に
、自
分
の
国
の
人
々
よ
り
他
の
国
を
助
け
て
い
た
の
は
き
っ
と

ト
ル
コ
の
人
々
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。ト
ル
コ
の
人
々
は
、み
ん
な
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
の
事
故
の
こ
と
を
知
って
い
た
の
だ
と
思
う
。空
港
に
い
た
ト
ル
コ
の
人
々
は
、日
本
人
を
助

け
よ
う
と
思
い
、日
本
人
に
飛
行
機
を
ゆ
ず
り
、ト
ル
コ
航
空
機
は
日
本
人
を
乗
せ
て
、日
本
に
向

か
わ
せ
た
と
い
う
。前
駐
日
ト
ル
コ
大
使
、ネ
ジ
ア
テ
ィ・ウ
ト
カ
ン
氏
は「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
事

故
に
際
し
、大
島
の
人
た
ち
や
日
本
人
が
し
て
く
だ
さ
っ
た
献
身
的
な
救
助
活
動
を
、今
も
ト
ル

コ
の
人
た
ち
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。私
も
小
学
生
の
こ
ろ
、歴
史
教
科
書
で
学
び
ま
し
た
。ト
ル
コ
で

は
、子
ど
も
た
ち
さ
え
、エル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
こ
と
を
知
って
い
ま
す
。今
の
日
本
人
が
知
ら
な
い
だ

け
で
す
。そ
れ
で
、テ
ヘ
ラ
ン
で
困
って
い
る
日
本
人
を
助
け
よ
う
と
、ト
ル
コ
航
空
機
が
飛
ん
だ
の

で
す
。」と
言
って
い
て
、日
本
人
約
二
百
名
は
た
す
か
っ
た
の
だ
。

　
私
は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
と
イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
の
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
。こ
の
こ
と

で
、私
は
、「
情
け
は
、人
の
た
め
な
ら
ず
」の
こ
と
わ
ざ
を
実
感
し
た
。人
に
い
い
こ
と
を
す
る
の

は
、そ
の
人
の
た
め
で
は
な
く
自
分
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。日
本
は
、ど
ん
な
国
で
も
助
け

る
優
し
い
国
で
、外
国
か
ら
も
嫌
わ
れ
ず
、戦
争
を
起
こ
さ
な
い
国
で
い
て
ほ
し
い
。そ
の
た
め
に

は
、エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
の
時
の
よ
う
に
、自
ら
が
外
国
人
を
助
け
て
、ど
ん
な
に
た
いへ
ん
で

も
、日
本
人
全
員
が
優
し
い
心
を
も
って
、差
別
の
な
い
日
本
に
な
れ
ば
いい
と
思
う
。

　
私
は
、人
に
た
の
ま
れ
た
こ
と
は
、責
任
を
も
って
最
後
ま
で
が
ん
ば
って
や
り
と
げ
た
い
。大
人

に
な
って
か
ら
も
、私
は
、助
け
ら
れ
た
ら
、助
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
私
は
、今
ま
で
色
々
な
人
に
助
け
ら
れ
て
き
た
。そ
の
分
を
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
を
助
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
。中
学
生
に
な
り
、先
ぱ
い
に
色
々
な
事
を
し
て
も
ら
う
と
思
う
の
で
、そ
の
分

が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
た
。こ
の
エル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
、イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争
の
こ
と
は
、忘

れ
な
い
で
、ほ
か
の
人
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

優秀賞

外
国
人
の
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
心

下
仁
田
小
学
校
　
六
年
　
　
飯
ヶ
濵
　
帆
夏

お
は
よ
う
と
　
あ
い
さ
つ
さ
れ
て
　
う
れ
し
い
な

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
浅
川
　
優
心

や
さ

て

た
か
ら
も
の

優秀賞
い
え
る
か
な
　
悪
い
こ
と
し
て
　
ご
め
ん
な
さ
い

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
岡
田
　
尚
幸

わ
る

優秀賞
さ
し
の
べ
よ
う
　
優
し
い
そ
の
手
は
　
宝
物
　

下
仁
田
小
学
校
　
３
年
　
　
板
垣
　
花
歩

優秀賞

優秀賞
下仁田中学校　１年
関口　大輝

※
掲
載
者
の
学
校・学
年
は
平
成
２7
年
度
の
も
の
で
す

平
成
27
年
度
人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品


